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PRESS  RELEASE 
 

報道関係者各位 

 UVコーティングシステムを製造及び販売する株式会社コートテック（所在地：横浜市青葉区、代表取締役：咲間毅）
は、UV塗料の硬化に最適な小型のUV照射器（MD-W100)を2015年9月30日（水）より販売をスタートします。 

紫外線を当てると瞬時に硬化するUVコーティング 

３Ｄプリンターや造形試作品向けに販売 

小型のUV照射器を9月30日から販売スタート 

 UV塗料は主に試作の工程の下地処理、家具やカウンターのUV塗装、住宅やマンション、商業施設などの床フロアの
UVコーティングの施工に使用されております。さらに、近年、3Dプリンターによる試作品の仕上げ剤としての需要が
高まってきております。MD-W100は、スポット照射でありながら当社のCT-W1000並みの照度があり、従来の照射器
では点灯後、紫外線が出るようになるまで時間を要していました。このMD-W100は瞬灯が可能となり、再点灯時にも
時間も要さなくなりました。今後、当社では、3Dプリンターの個人ユースに対応したUV樹脂の需要拡大に伴い、UV塗
料の小口販売にも対応していく予定です。 

【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
株式会社コートテック 
担当：咲間（さくま） 

TEL：045-914-5211 FAX：045-914-5212 

小型UV照射器（MD-W100) 

紫外線照射により秒単位で塗膜が硬化するUV塗料。それらを 
活用した画期的な塗装方法がUVコーティングです。いま、世 
界で注目を集めている光エネルギーを活用した技術が、この 
UVコーティングに生かされており、低公害、省資源を可能に 
した環境に優しい塗装技術となっています。 
●スピーディな仕上げ 
UVコーティングは、従来の塗装のような乾燥時間を必要とし 
ないため、スピーディな仕上がりが可能。短時間での仕上が 
りが要求されるリニューアルには最適な施工法です。 例えば、 
バスタブの場合、従来の施工方法なら最短でも72時間（3日） 
かかりますが、UVコーティングなら7時間で終了します。朝 
から作業を開始すれば、その日の夜の入浴も可能となります。 
●ハイレベルな仕上がり 
ウレタン、ポリエステルに比べ透明感があり、光沢度も高く 
高級感のある仕上がりになります。 
●ワックス不要 
これまでフローリング（木質材）等のメンテナンスは、洗浄ワックス・剥奪ワックス（塗布）を定期的に繰り返す方法が 
主流でした。しかし、UVコーティングで塗装を行えば、日常のお手入れは、水ふき、洗剤ふきのみで十分です。 
●防汚・抗菌・防カビ・耐薬品性等、耐久性の高い高品質の塗膜 
UVコーティグの硬い塗装（2～6Hの塗装硬度）は、傷がつきにくく皮膜の耐久性は10年以上、塗膜密度が高いためカビ 
などの繁殖する可能性が低く抗菌性があります。また熱や薬品に優れた耐性、食用油や洗剤などが付着しても、シミ等が 
付着せず汚れにくい特性もあります。あらゆる生活環境や店舗設備などに対応が可能です。 
●滑り防止 
コーティング後はすべりにくくなり、ペットや高齢の方、お子様にも安心・安全です。 
●環境に優しく人に安全 
塗膜の硬化後に、有機溶剤を放出しません。よっていやな臭いも残らず使う人にやさしい塗装方法です。 一方、ワック 
スに含まれているスチレン亜鉛等が環境有害物質として大気中に放出され、化学物質症候群（シックハウス症候群）の 
ひとつの原因として社会問題となっています。そのため建築基準が改正されました。改正点は「新築住宅には、強制換気 
装置設置の義務化」、「住居の内装材・接着剤・塗装等のホルムアルデヒド放置量の規制」です。 UV樹脂類は、ホルム 
アルデヒドの発散量がなく使用制限を受けない「F☆☆☆☆（0.12mg/L以下）の規制値」を大きくクリアしています。 
JIS規格塗料で「F☆☆☆☆」表示があるものは、居室内での使用制限がありません。そのため、このクラスに該当する 
UV樹脂類は、シックハウス規制塗料にならず、人にも環境にもやさしい塗装方法といえるでしょう。 
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 ＵＶコーティングシステムを試作（モデリング）工程
に組み込むことにより、下記３つのメリットがあります。 
  
①光造形物脱却後のネタツキ解消 
光造形機で作った造形品はＵＶ樹脂で出来ている特性上、
どうしても表面上のネタツキが取れず触るとベタベタし
ます。ハンディＵＶ照射器を使うことにより立体物であ
る試作品のあらゆる所にＵＶ照射でき、ネタツキの解消
に役立ちます。 

  
②造形物の段差、吸い込み解消 
光造形機、３Ｄプリンター、ナイロン焼結機、石工プリ
ンター等で作った造形品は必ず積層ピッチの大小にかか
わらず、段差や細かい穴があいています。それらを下地
処理用のＵＶパテ、下地用ＵＶ塗料などを使い短時間で
段差をフラットにしたり、吸い込みを止めることが可能
です。 

  
③造形物の意匠性を上げる 
造形物をＵＶパテ、下地用ＵＶ塗料などで下処理した後、
ＵＶクリアー塗料を塗布することにより照度の高い造形
物に仕上げることが出来ます。また、造形物の耐熱性、
耐薬品性、耐摩耗性を上げることも可能です。 
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品名 内  容 

 パテ類（無溶剤） 

 ＭＤ仕上げパテ 500ｇ 膜厚0.4㎜まで 

 ＭＤクリアージェル 500ｇ 透明パテ 

 ＭＤクリアーパテ 1ｋｇ 低粘度透明樹脂 

 ＭＤアンダーコート 1ｋｇ 下地用目止め剤 

 ＵＶ塗料 

 ＭＤサーフェーサー 1ｋｇ 中塗り用 

 ＭＤ２クリアー 1ｋｇ トップコート硬度２H 

 ＭＤ２クリアー（ツヤ消） 1ｋｇ 〃 

 ＭＤ５クリアー 1ｋｇ トップコート硬度５H 

 希釈液 

 エコＵＶシンナー 16L ＵＶシンナー 

 【会社概要】 

 社名      株式会社コートテック 

 本社住所    神奈川県横浜市青葉区新石川3-3-1 西山ビル4F 

 代表者     代表取締役 咲間 毅（さくま たけし） 

 設立      2003年10月 

 ホームページ  http://coattec.com/ 

 連絡先     中川事業所 045-914-5211 FAX 045-914-5212 

【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
株式会社コートテック 
担当：咲間（さくま） 

TEL：045-914-5211 FAX：045-914-5212 

http://coattec.com/
http://coattec.com/

